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朝８時30分までに集積場所へ。不燃ごみは休日と重なった場合も収集 コ
ー
ス
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9

村上（成田街道北側で新川西側）、
萱田町・萱田・大和田（成田街道北側から東葉
高速線南側）、
大和田新田（300・400・500・700番台の成田街道
北側から東葉高速線南側）、ゆりのき台１・２丁目
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１
大和田（成田街道南側）、萱田町（成田街道南側）、
村上（3200・3300・3500番台の成田街道南側）、
大和田新田（県道幕張八千代線より東側）、
高津（県道幕張八千代線より東側）
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木 土 2 八千代台北 10
第２火

24
第４火 10 高津（県道幕張八千代線より西側）、高津東

大和田新田（100・200番台の成田街道南側）
12
第２木

26
第４木

3 八千代台西、
八千代台南

17
第３火

3
第１火 11 高津団地、

大和田新田（1〜99番地の成田街道南側）
19
第３木

5
第１木

4 八千代台東 24
第４火

10
第２火 12 大和田新田（900・1000・1100番台の成田街道北側

から東葉高速線南側）、緑が丘２〜４丁目
26
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12
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6 村上団地 11
第２水

25
第４水 14 勝田台南、勝田、ゆりのき台３〜８丁目、麦丸

萱田町（東葉高速線北側）、萱田（東葉高速線北側）
13
第２金

27
第４金

7 村上（新川の東側）、下市場、
村上南、勝田台北

18
第３水

4
第１水 15 大和田新田（東葉高速線北側）、吉橋、尾崎、

緑が丘１・５丁目
20
第３金

6
第１金

8 神野、下高野、堀ノ内、
保品、米本団地、米本

25
第４水

11
第２水 16 大学町、真木野、小池、佐山、平戸、神久保、

島田台、島田、桑橋、桑納
27
第４金

13
第２金
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　ごみは種別ごとに分別方法が定められています。大量のごみが出る年末の大掃
除では、冊子「家庭ごみの分け方出し方」で確認してごみを正しく分別しましょう。

冊子はクリーン推進課・支所で配布しているほか、内容は市のホームページにも
掲載しています。なお、分別方法などは、新しい冊子で確認してください。

ごみ出しは「家庭ごみの分け方出し方」の冊子で確認を
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歳入
579億2,766万円 歳出

559億6,587万円

市　税
265億606万円

繰越金
10億8,394万円

繰入金
11億5,445万円

その他
39億2,691万円

国・県支出金
108億1,064万円

市　債
94億3,430万円

地方交付税
22億7,607万円

譲与税・
各種交付金
27億3,529万円

人件費
113億3,730万円

扶助費
120億 799万円

公債費
59億9,933万円

普通建設事業費
97億 758万円
災害復旧事業費

4,514万円

物件費
87億7,740万円
繰出金
34億8,833万円
補助費等
33億4,487万円
積立金

9,414万円
その他
11億6,379万円

市民税、固定資産
税、都市計画税、
市たばこ税、軽自
動車税、入湯税

職員の給与など

借入金の返済など

生活保護費、児童
手当、障害者の支
援費など

道路、公園、学校
の建設や改修、用
地購入費など

災害によって被災
した施設の復旧に
係る経費

消耗品や備品の購
入費、光熱水費、
業務委託料など

負担金・補助金・
交付金など

特別会計へ支出し
た経費

特別会計や基金か
らの繰入れ

分担金及び負担
金、使用料及び手
数料、ほか３件

公益性のある特定
事業に対して交付

国税５税（所得税・
法人税・酒税・消
費税・たばこ税）
の一定割合を原資
として交付

地方譲与税、地方
消費税交付金、ほ
か８件

一般会計

　25年第３回定例会が９月３日から27日まで行われ、24年度の八千
代市一般会計、特別会計、公営企業会計の決算が認定されました。
市の家計簿ともいえる、24年度決算を一緒に見ていきましょう。
※金額の単位をそろえるため、原則１万円未満を四捨五入。このた
め、公表した関係資料と異なる場合があります

市の会計は３種類
　市の会計は、一般会計、特別会計、公営企業
会計の３つに分かれています。24年度に市全体
で使ったお金は合計で947億8,330万円です。

24年度の実質収支額は　　　　　
16億409万円の黒字に
　24年度一般会計の決算額を見ると、歳入は前
年度比4.1パーセント増の579億2,766万円とな
りました。歳出は、前年度比4.0パーセント増の
559億6,587万円となりました。
　歳入と歳出の差引は、19億6,179万円となり、
翌年度に繰り越した事業に充てる財源３億5,770
万円を除く、実質収支額は16億409万円の黒字と
なりました。
　24年度決算の特徴としては市民会館リニュー
アル整備事業、給食センター調理場建設などに
よる普通建設事業費の増加が挙げられます。

基金残高は　　　　　　　　　　
前年度比4.6％減の22億9,040万円
　市には年度間の財源不均衡の調整や災害に備

一般会計

歳出総額は947億8,330万円

特別会計
281億5,642万円

一般会計
559億6,587万円

公営企業会計
106億6,101万円

見てみよう八千代市


